























































































　We find in the second page of our resume, two resolutions adopted in 




　Both of them stipulate crystal clear Japanese firm  commitment to 
the peace building process through the UN. They also declare national 
commitment to the further evolution of global political integration, i.e. 
ultimate creation of the World Federation. 
　I sincerely request Japanese Parliamentarians to live with this 
commitment. I hope Japanese Parliamentarians present today make 
special effort in dispersing the strong commitment of Japan to the 
multilateralism at every opportunity. I am of course confident that 
honorable Under Secretary General Atul Khare who kindly delivered a 
very encouraging speech today also support this valuable voice of 
Japan.  I would like to reiterate strongly the importance of the fact that 
Japan which is still a major financial contributor to the UN continues to 
adhere firmly to the multilateralism and the UN idealism at the time of 
the rise of nationalism in many parts of the world. 
（石積による和訳）
　本日配布されたレジュメの2ページ目には2005年、2016年のそれぞれ
衆議院、参議院での決議文が掲載されています。いずれにおいても、日本
の、国連を通じての平和構築へのコミットメントが明確に示されています。
両決議文はさらに、グローバルの政治統合への展開、すなわち究極的には
世界政府/世界連邦の構築への、日本としてのコミットメントが示されて
います。私としてはこのコミットメントを堅持していただきたいと、議員
の皆様には強くお願いしたいと思います。また本日ご出席の議員の皆様に
は、是非ともあらゆる機会をとらえて、この日本の多国間主義に対するコ
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ミットメントを国際場裡でおおいに喧伝していただくべく、お願いしたい
と思います。もちろん本日、大変勇気付けられるお話をしてくださった国
連事務次長アトゥ・カーレ閣下におかれましては、この日本からの貴重な
声を支持していただけるものと確信しております。私としては、世界中で
自国中心主義が台頭しているこの時代において、依然として国連への主要
な拠出国である日本が、多国間主義や国連の理想主義を堅持し、主張して
いる、その重要性を強調させていただきたいと思います。（以上、石積発
言趣旨「日本国際平和構築協会」HPに掲載）
　会議の後での懇談の中で、本プロジェクトのヒントになるようなお話を
縷々いただいた。特に小溝大使はついこの前まで広島平和文化センターの
理事長であったということもあり、その視点からもいろいろご意見をいた
だき、日本の平和主義の問題を様々な角度から論じるという、まさしく談
論風発の、じつに刺激的な場外セッションとなった。結局のところ、この
日本の平和主義の問題も本プロジェクトのテーマである「政治学グランド
セオリーの新展開」がそのカギを握っていると改めて確認したところであ
る。猪俣、小溝両大使との対話も今後継続し、残されたプロジェクト期間
で、一歩でも二歩でも「政治学グランドセオリーの新展開」という本プロ
ジェクトを前に進められたらと考えている。
